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月 18 日 午前 1 時 39 分 、 第 一 期 水 循環 変動 観 
測 衛星 | しずく] が 宇宙 へ 向け て 飛び 立ち ま 
し た 。 高 性 能 マ イク ロ 波 放射 計 の アン テ ナ も 
無事 に 展開 し 、 今 後 3 カ月 か け て 初期 機能 
チェ ッ ク 、 和 観測 デー タ の 提供 は 来年 1 月 ご ろ を 目指 し て い 
ます 。 今回 の 打ち 上 げ を 現地 で 実際 に ご 覧 に な っ た 方 、 ま 
た テレ ビ で ご 覧 に な っ た 方 ちあ いらっ しゃ る と 思い ます が 、 
その 舞台 裏 で は 数 百人 も の スタ ッ フ が 連携 し 、 人 入念 に 準備 
作業 を 進め て いま す 。 巻頭 特集 で は 、 ロ ケッ ト 班 、 設備 班 、 
気象 係 な ど 、“ ロ ケッ ト 打 上 隊 " の 面々 に イン タビ ュー。 
の 下 で 奮闘 する 彼ら の 仕事 ぶり を ご 覧 くだ さい 。「 し ずく 」 
打ち 上 げ 成 功 か 6 3 日 後 の 21 日 、 日 本 列島 で 金 環 日 食 が 観 
察 る され まし た 。 を その 模様 を 宇宙 か ら 提 を た の が JAXA の 
太陽 観測 衛星 「 ひので です (18 ペ ー ジ に 画像 掲載 )。 打 ち 
上 げ か ら 約 6 年 、 休 むこ と な く 観 測 し た 膨 
な デー タ か ら 、 太陽 活動 の メカ ニズム が 
明らか に な りつ つ あ り ま す 。 プ ロジ 
ェクト を 担当 する 清水 敏文 准 教 授 
に 、 詳 し く 解 説 し て も らい まし 
た 。 本 号 が 発行 され る 7 月 に は 、 
星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 と 宇宙 ステ 
ーション 補給 機 「 こ う の と り ]3 
号機 が 相次い で 国際 宇宙 ステ ー 
ショ ン へ 向かい ます 。 打 ち 上 げ 
ライ ブ 中 継 6 予 定 し て お り 、 
JAXAweb サ イト で も る 最新 情報 
を 随時 お 知ら せ し て いき ます 。 
皆さん の た くさ ん の ご 声援 、 ど 
う ぞ よろ し くわ お願い いた し ます 。 
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ロケ ッ ト 打 ち 上 け を 支え る 

「 見 えな い 仕事 」 
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小林 : 青 HHB プ ロジ ェクト チー ム 主任 開発 員 

白石 紀子 HHTB プ ロジ ェクト チー ム 開発 員 

小谷 動 射場 技術 開発 室 開発 員 

長 福 紳 大 郎 射場 技術 開発 室 開発 員 

嶋 根 愛理 宇宙 輸送 系 要素 技術 研究 開発 セン ター 開発 員 
成 尾 俊 久 輸 安 全 課 主任 開発 員 

小松 満 人 飛行 安全 室 開発 員 

井上 高広 系 行 安全 室 開発 員 

和田 伸一 飛行 安全 室 開発 員 
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筋肉 の 姜 縮 や 骨 量 減少 
メカ ニズム を 探る 


極大 期 の 幕 明け 。 


極小 期 か ら 極大 期 へ 
「 ひ の で 」 が 捉え た 
新しい 太陽 の 姿 


清水 敏文 宇宙 科学 研究 所 太陽 系 科学 研究 系 准 教 授 
古 慎一 

( 独 ) 情 報 通信 研究 機構 宇宙 環境 イン フォ マテ ィ クス 研究 室 
研究 マネ ー ジ ャ ー 


最高 の 仕事 で 、 
最大 の 成果 を あげ る た め に 


若田 光一 宇宙 飛行 士 


より 軽く 、 よ り 強 く 、 よ り 安 く 


低 コス ト 複 合 材 の 研究 


Hm 睦 皇 


写 
研究 開発 本 部 複合 材 技術 研究 セン ター セン ター 長 


JAXA 最 前 線 


Close-up 
JAXA タ ウン ミー ティ ング に 参加 し よう ! 


表紙 : 「 し ずく ] を 搭載 し た 日 -TA ロ ケッ ト 21 号 機 の 機体 移動 。 
JAXA ロ ゴ の 入っ た 車両 は 移動 空調 車 。 人 工 衛星 が 収納 され 
た フェ アリ ング 内 部 の 清浄 度 ・ 湿 度 ・ 温 度 を 一 定 に 保つ た め に 、 
機体 移動 中 に ダク ト か ら フ ェアリング に 空気 を 送り 続け る 


ルコ 


NM/| み 、 地 上 で 連絡 才 受 ける の も 気象 予報 士 。 
計 / @ 失 進 薬 充 填 後 の ロ ケッ ト は 、 消 防 法 の 8】 
,, る 起 寺 る | 訪 険 物 ] で ある 。 
| 前任 か ら 引 き 継 ぎ 時 、 い 第 共 
る 言葉 は 「 ち 生還 記 A 語 1 


由 
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ロケ ッ ト 発 射 指 揮 者 


日 | ち 上 げ 作 業 全体 の 
指揮 を 執る 


ロケ ッ ト を 組み 立て る | 射場 整備 作業 ] が 終わ る 
と 、「 発 射 整 備 作業 ] が 始ま る 。 LCDR (ロケ ッ ト 
発射 指揮 者 ) は 、 射 点 近く に ある 大 型 ロ ケッ ト 発 
射 管制 棟 (5 ペ ー ジ 地図 の ⑳ 通 称 ブ ロッ クハ ウス ) 
の 地下 に 設け られ た 発射 管制 室 に 陣取り 、 ア シス 
タン ト 3 名 と 交替 シフ ト を 組ん で 作業 全体 を 見 渡 
す 。 並 行 し て 行わ れる 多く の 作業 の 進行 状況 は イ 
ンカ ム (構内 通話 シス テム ) で 知ら され る 。 ロ ケッ 
ト 系 で 6 チャ ン ネ ル 。 車 両 や 設備 な ど 他 の チャ ン 
ネル も 含め る と 常時 10 チ ャ ン ネ ル 前 後 の 回 線 全 
て を モニ ター し て 全体 の 作業 の 進行 状況 を 把握 し 
つつ 、 作 業 の 進行 度合 い を 調整 し 、 タ スク 間 の 千 
渉 を 回 避 す る 措置 を と る の が LCDR の 役割 。 な お 
CDR と は 、 オ ー ケ スト ラ の 指揮 者 と 同じ 「 コ ンダ 


射 点 か ら 約 500m 離 れ た 地点 の 地下 12m に ある 発射 管 
制 室 。 発 射 整備 作業 期間 の 指揮 監督 を 行う 


設備 班 
上 設備 を 
パー フェ クト に 保つ 


VAB の 内 部 に は クレ ー ン や ハネ 上 げ 式 の 可動 床 
が 備え られ 、 ロ ケッ ト を 射 点 に 移動 する と き に 開く 
高 さ 67.5m 幅 27m の 扉 は ギネス ブッ ク に を 登録 
され て いる 。 ロケ ッ ト を 載せ た 移動 式 発 射 台 は 、 
28 軸 56 輪 の 巨大 な 運搬 台車 2 台 に よっ て 射 座 
(5 ペー ジ 地 図 の ⑳ や @) まで 運ば れる 。 

打ち 上 げ 時 の 堺 音 を 低減 し 噴 炎 か ら 設 備 を 守る た 
め 放 水 が 行 われ る が 、 そ の た め の ポ ンプ の 動力 に は 
電動 モー タ に 加え 航空 機 の ジェ ッ ト エ ンジ ン に も 使 
われ る ガス ター ビン を 利用 し て いる 。 毎 分 30 万 リッ ト 
ル (H-IB 打 ち 上 げ 時 ) 、25m プ ー ル を 1 分 で 一 杯 
に する 勢い で 放水 が 行わ れる 。 こ れ ら 機械 設備 の な 
か で 、 想 定 通 り に 動か な いも の が 1 つ で も あれ ば 、 打 
ち 上 げ プ ロ セ ス は 先 に 進ま な い 。 設 備 の 常 日 頃 の 
保全 と 打ち 上 げに 向け た 点検 を 担う の が 設備 班 だ 。 
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ーー ニー 
機体 を 運ぶ 「 移 動 発射 台 運搬 台車 (通称 ドー リー)」。 前 
後 左 右 に 動く こと が で き 、 そ の 場 で 180 度 回 転 も 可能 


ロケ ッ ト 打ち 上 げ 時 に は 、 通 常 の 開発 体制 の 枠 を 超え た 


組織 横断 的 な 「 打 上 隊 」 が 編成 され る 。 


打ち 上 げ 成 功 と いう ゴー ル を 目指 し 、 隊 上 員 た ち は チ ー ム ワー ク で 
準備 作業 を 進め て いく 。 各 班 の 打ち 上 げに 向け た 動き を 追っ た 。 


気象 係 


風 男 か ら ロ ケッ ト と 人 を 守る 


、 
射 点 に は ロケ ッ ト を 囲む よう に 2 基 の 避雷 鉄塔 が 設置 
され て いる 


打ち 上 げ の な い 時 期 は 1 名 の み の 気 象 予報 士 も 、 
打ち 上 げ が 近づく と 56 名 に 増員 され 、24 時 間 
体制 で 、 風 や 雨 や 軍 な ど を 監視 ・ 予 測 する 。 特 に 電 
子 機器 へ の 影響 が 大 きい 雷 に つい て は 、 付 近 に 設 
置 し た 雷 セ ン サ や 、 気 象 庁 、 気 象 サ ービス 会 社 か ら 
の 情報 提供 を も と に 、 数 時 間 以 内 に 雷雲 が 種子 島 
宇宙 セン ター 上 空 付近 を 通過 する 確率 が 大 きい 場 
合 は 注意 喚起 情報 を 発令 。 射 点 か ら 20km 以 内 で 
発 雷 が 検知 され た 場合 ば 警戒 報 を 発令 し 、 屋 外 や 
高 所 作業 な ど を 中 断 す る こと に な っ て いる 。 


第 1 自 、 第 2 段 機体 の 計 剛 
合 の 様子 議 


ロケ ッ ト 班 


品 体 を 確実 に 
仕上 げ る 


輸送 

「 ロ ケッ ト 班 ] の 仕事 は 、 機 体 の 種子 島 到 着 か ら 始 
まる 。 最 も 大 きい の は 、 専 用 コン テ ナ に 収め られ た 
第 1 段 機 体 。 種 子 島 西岸 の 島 間 港 に 到着 する と 、 作 
業 の 継続 可否 を 決め る た め に 天候 判断 が 行わ れ 
る 。 ク レー ン で 船 か ら コ ン テ ナ を 吊り 上 げ る [水切 
り 作業 ] は 風雨 や 波浪 に 大 きく 左右 され る た め だ 。 
港 か ら 種子 島 宇宙 セン ター まで は 約 20km。 ト レ 
ー ラ ー に 載せ 、 深 夜 に 約 4 時 間 か け て 運ば れる 。 道 
路 交 通 法 が 定め る 高 さ 制 限 は 3.8m だ が 、H-IB 
ロケ ッ ト は 機体 の 直径 が 5.2m。 道 路 管理 者 に 毎回 
申請 し 、 通 行 許可 を 求め る 。 経 路 に ある 交通 標識 や 
信号 機 に は 、 コ ン テ ナ と 干渉 し な いよ う 可 動 式 の 
も の も ある 。 ス タッ フ は 約 20km の 経路 の 大 半 を 
徒歩 で 同行 する 。 


種子 島 宇宙 セン ター へ 向かう 第 1 段 機体 を 搭載 し た トレ ー ラ ー 


組み 立て と 点検 

種子 島 宇 宙 セ ンタ ー の 大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 
(VAB/5 ペ ー ジ 地図 の ) に 搬入 され た ロケ ッ ト 
は 、 結 合 ・ 組 み 立て 、 各 種 機能 点検 が 実施 され る 。 機 
体 と 地上 設備 を 一 体 の シス テム と し て 運用 する た 
め 、 ロ ケッ ト と 地上 設備 と の 間 の イン ター フェ ー 
ス の 確認 や 、 設 備 の 健全 性 確認 を 行う 。 


機体 の 試験 

機体 開発 時 に ペイ ロー ド (人 工 衛星 な ど 、 ロ ケッ ト 
に と っ て の 積荷 ) を 搭載 し な い 状 態 で 行う 燃焼 試 
験 を CFT (実機 型 タ ンク ステ ー ジ 燃焼 試験 ) 、 機 体 
を 完全 に 近い 状態 に 組み 上 げ 燃 料 充填 まで を 行う 
試験 が F-0 (エフ ゼロ ) と 呼ば れる 。 い ずれ る も 重要 
な 試験 だ だ が 、F-0 で は 極 低温 の 液体 酸素 や 液体 水 
素 を 充填 し た 状態 で 機体 や 設備 の 機能 を 確認 する 
た め 、 極 低温 試験 と も 呼ば れ て いる 。H-I B ロ ケ 
ッ ト で は 1 号機 で CFT と F-0 を 、2 号 機 で は F-0 の 
み を 実施 し て きた が 、 そ の 経験 を 踏ま え 3 号機 か 
ら は どちら の 試験 も 省略 で きる レベ ル ま で 習熟 が 
進ん だ 。 品 質 の 安定 が 工期 短縮 と コス ト ダ ウン に 
直結 し て いる 。 


機体 の 完成 
作業 の ハイ ライ ト の 1 つ は 、 輸 送 時 は 横 に 寝 て い 
た 機体 を クレ ー ン で 吊り 上 げ て 起立 結合 させ る 、 
VOS (ヴィ ー ク ル ・ オ ン ・ ス タン ド ) と いう 作業 。 機 
体 到着 後 、 約 1 週間 か け て 実施 する 。 高 さ 57m の 
機体 を ミリ メー トル 単位 の 精度 で 据付 操作 する 。 
第 1 段 機 体 、 第 2 段 機体 、 固 体 補助 ブー スタ ー と 
VOS が 進み 、 各 種 点検 が 完了 する と 、 そ の 上 に フ 
ェアリング に 覆 わ れ た ペイ ロー ド が 結合 され 完成 
多 熊 と な る 。 打 ち 上 げ の 5…6 日 前 に は 「 打 上 げ 最 


胃 確認 審査 が 行わ れ 、 そ れ ま で の 点検 結果 の レビ 


ュー を 受け 作業 継続 の 承認 を 得る こと で 、 ロ ケッ 
ト 班 は ひと つの ヤマ 場 を 越え る こと に な る 。 


飛行 安全 班 
応 行 中 の トラ ブル に 
即応 する 


ロケ ッ ト は 飛行 中 、 常 に 自 機 の 位置 や 速度 、 機 体 各 
部 の 動作 状況 を 地上 に 知ら せ て いる 。 ま た 地上 か 
ら も 光学 カメ ラ や アン テ ナ で 追尾 し 、 予 定 通り の 
飛行 コー ス に 乗っ て いる か どう か を 確か め て いる 。 
万 一 、 予 定 の コー ス を 大 きく それ る こと に な っ た 場 
合 は 、 地 上 や 海上 で の 被害 を 最小 化す る た め 命 令 を 
送り ロケ ッ ト を 破壊 する 。 日 本 で は 過去 に 2 度 だ け 
行わ れ て いる 。 こ の 重い 任務 に 当たる の が | 飛行 安 
全 班 | だ 。 打 ち 上 げ ご と に 指名 され た 数 名 の 担当 者 
が 、 約 2 週間 か け て さま ざま な トラ ブル を 想定 し た 
訓練 を 続け る 。 機 体 の 故障 や 地上 設備 の 故障 。 そ れ 
ら が 同時 に 起き た 場合 や 故障 箇所 が 判然 と し な い 
ケー ス 。 故 障 と は いえ な い が 、 エ ンジ ン の 性 能 が 予 
想 を 下回る 場合 や 上 回 る 場合 な ど 約 30 パ ター ン の 
異な る シナ リオ が 毎回 用 意 さ れる 。 も ちろ ん 事前 に 
内 容 は 知ら され ず 、 う まく いか な か っ た 場合 は 追試 
験 も ある 。 

H-TA ロ ケッ ト の 民間 移管 以降 も この 業務 は 
JAXA が 担当 し て お り 、H- IT B で も 同様 だ 。 ち な み 
に 起 定 シ ナリ オ に は 気象 条件 に 起因 する トラ ブル 
や 、 地 上 設備 の 全 電 源 喪 失 も 含ま れ て いる 。 


射場 安全 班 
(3 業 貞 と 島 の 
安全 を 守る 


いっ て みれ ば ロケ ッ ト は 危険 物 の カタ マリ 。「 こ う 
の と り ] の 推進 や 姿勢 制御 の た め に 使わ れる ヒド 
ラジ ン は 、 信 頼 性 の 高い 推進 薬 で は ある が 、 人 間 に 
と っ て は 危険 。 充 填 に 際 し て は 、 他 の 整備 作業 は 一 
切 行わ ず 、 ス ケー プス ー ツ と 呼ば れる 全身 を 履 う 
防護 服 を 着用 し た 必要 最小 限 の スタ ッ フ が 作業 に 
当たる 。 こ の 他 に も 段 間 や フェ アリ ング を 分 離す 
る 火 工 品 (火薬) や 導 爆 線 が 機体 各部 に 張り 巡ら さ 
れ て お り 、 固 体 ロ ケッ トブ ー ス ター に 充填 され て 
いる 推進 薬 も 火薬 その も の 。 射 座 に 据え 付け られ 
て か ら は 液体 水素 ・ 液 体 酸 素 が 充填 され 危険 度 が 
増す 。 巨 大 で 重い も の を クレ ー ン で 扱い 、 高 所 作業 
も 発生 する 仕事 だ け に 、 安 全 管 理 に は いっ そう の 
注意 が 必要 だ 。 

さら に 、 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー 敷 地内 で の 立ち 入り 
禁止 区 域 の 設定 や 警戒 船舶: 航空 機 の 監視 や 警告 
な ども 射場 安全 班 の 仕事 で ある 。 


種子 島 宇宙 セン ター の 敷地 内 に は 2 台 の 消防 車 か 装備 
され て いる 。 「 こ う の と り 」 へ の 推進 薬 充填 作業 や 火 エ 
品 な ど を 取り 扱う 際 や 、 打 ち 上 げ 当日 に 出動 する 


」 


ロケ ッ ト 
打ち 上 げ を 支え る 
「 見 えな い 仕 事 」 


「 ロ ケッ ト 打 上 隊 」 
多く の 班 や 係 で 編成 され る 打上 隊 。 
今回 は 7 つの 仕事 に スポ ッ ト を 当て た 。 


射場 班 


[ 語 ケ ッ ト を 電波 で 
見 守り 、 見 届け る 


ロケ ッ ト と 地上 、 地 上 の 各局 と 管制 室 と の 通信 回 
線 が 確 保 され て いる こと は 打ち 上 げ の 必要 条件 で 
あり 、 増 田 宇 宙 通 信 所 ( 射 点 の 北約 18km) や 内 之 
浦 、 小 笠原 な ど 遠隔 地 の 通信 設備 と は 、 異 な る 2 つ 
以上 の 通信 回 線 で 結ば れ て いな けれ ば 打ち 上 げ 作 
業 は 先 に 進め な い 。 ま た 、 ペ イロ ー ド を 分 離し て 仕 
事 が 終わ る わけ で は な く 、 日 - TB で は 「 第 2 段 機体 
の 制御 落下 ] も 行う た め 、 地 球 を 一 周 し 再び 水平 線 
か ら 昇 っ て くる 第 2 段 機体 を 捕捉 、 通 信 リ ンク を 
確立 する と いう 業務 も 射場 班 の 仕事 に 加わ っ た 。 


小笠 原 追跡 所 の ロケ ッ ト テ レ メ ー タ アン テ ナ 。 飛行 経路 や 
飛行 状況 の 確認 、 飛行 安全 の 確保 の た め に 電波 で 追尾 
する 。 デー タ は リア ル タ イ ム で 種子 島 宇宙 セン ター に 伝送 


種子 島 宇宙 セン ター 大 型 ロ ケッ ト 発 射場 配置 図 


第 1 射 点 :H-LIA ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る 

@ 第 2 射 点 :H-TB ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る 

大 型 ロ ケッ ト 組立 棟 : 組 み 立 て ・ 点 検 ・ 整 備 を 行う 
の 大 型 ロ ケッ ト 発射 管制 棟 : 打 ち 上 げ ま で の 作業 に 
対す る 指揮 ・ 監 督 を 行う 


気象 係 「 お 天気 に は 悩ま され ます 」 


上 付近 (高度 10km 程 度 まで ) で 


は 、 基 本 的 に 気温 は 上 空 に 行く 
ほど 低く な り ま す が 、0C で マイ ナス 
20C の 間 を 氷結 層 と いい ます 。 氷 晶 や 
アラ レ が 存在 する で あろ う 雲 の 中 を ロ 
ケッ ト が 突っ 切っ て いく と 、 雷 を 誘発 
する 可能 性 が ある 。 そ の た め 、 氷 結 層 を 
含む 雲 の 厚 さ が 1.8km 以 上 ある と き は 
打ち 上 げ を 行わ な いと いう ルー ル が あ 
り 、 下 か ら 見 て いる だ け で は 分 か ら な い 
部 分 も ある の で 、 実 際 に 打ち 上 げ の 約 2 
時 間 前 か ら 飛 行 機 を 飛ば し て 雲 の 中 の 
様子 を 見 に 行っ て いま す 。 私 が 最初 に 担 
当 し た の が H- IA17 号 機 で し た が 、 氷 
結 層 を 含む 雲 が 原因 で 打ち 上 げ は 3 日 
延び まし た 。 観 測 機 と 地上 と の 非常 に 
緊 過 し た や り と り が 記憶 に 残っ て いま 
す 。 近 年 安定 し た 打ち 上 げ を 見 せる 日 
本 の ロケ ッ ト で す が 、 お 天気 に は 悩ま さ 
れる こと が 多い で す 。 現 在 、 雷 制約 の 適 
正 化 を 目的 と し た 研究 を 雷 専 門 家 に ご 


\ 


協力 いた だ いて 実施 し て お り 、 そ の 一 環 
で 、 電 界 セ ン サ ー を 搭載 し た 航空 機 で 寺 
の 中 に 入り 、 氷 結 層 を 含む 雲 の 内 部 デ 
ー タ を 取得 する な どの 実地 観測 も 行っ 
て いま す 。 ま た 、 ロ ケッ ト の 最終 的 な 飛 
行 経路 設定 や 、 飛 行 安全 解析 の た め に 必 
要 な 高度 20km 程 度 ま で の 風 を 観測 す 
る の も 私 た ちの 仕事 で す 。1 回 の 打ち 
上 ば げ で 約 15 個 の GPS ゾン デ を 上 げ て 
いま す が 、2011 年 度 か ら は 夏期 ・ 冬 期 
だ け で な く 通 年 の 打ち 上 げ が 可能 に な 
っ た た め 、 季 節 ご と の 高層 風 デ ー タ を よ 
り 多 く 集 め て お く こ と が 重要 に な っ て 
いま す 。 打 ち 上 げ 期 間 以外 も ゾン デ を 上 
げ て 集中 観測 を 行い 、 デ ー タ 蓄積 を 行っ 
i で いま す 。 


長 福 紳 太 郎 
7 CHOFUKU Shintaro 
射場 技術 開発 室 
、 | 開発 員 


ロケ ッ ト 発 射 指 揮 者 「 一 体感 が た まり ませ ん 」 


-4 (打ち 上 げ 4 日 前 ) か ら 始ま る 
発射 整備 作業 を 指揮 し て いま 


す 。「 ド ライ ラン | と 呼ば れる 、 打 ち 上 げ 
当日 と 同じ オペ レー ショ ン を 行う リハ 
ー サ ル で は 、 こ れ で も か と いう くら い 
次 々 と トラ ブル が 振り か か っ て きま す 。 
機体 だ っ た り 設 備 だ っ た り 通 信 回 線 だ 
っ た り 、 時 間 が 迫る な か で その トラ ブ 
ル の 性 質 を 把握 、 打 ち 上 げに 影響 が あ 
る か な いか 、 瞬 時 の 判断 が 求め られ 、 ト 
ラブ ル 対 処 が 決め られ た 時 間 内 で 終え 
られ る か どう か も 判断 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 通 し の ドラ イラ ン を 2 回 、1 回 
は 間違い な く 対処 すれ ば 打ち 上 げ ら れ 
る シナ リオ 、 も う 1 回 は 打ち 上 げ ら れ な 
い シ ナリ オ で 実施 し ます が 、 や っ て み 
た ら 打 ち 上 げ を 中 止 す る 必要 は な く て 、 
打ち 上 げ ら れ ち ゃ っ た こと も あり ます 。 
シナ リオ の 出題 者 の 裏 を か いた よう で 
ちょ っ と 気持 ちよ か っ た で す ( 笑 )。 ア 


 $ 


シス タン ト 3 名 と シフ ト を 組ん で 作業 
に 当たり ます が 、 打 ち 上 げ 9 時 間 前 の タ 
ー ミ ナル カウ ント ダウ ン か ら は 私 が メ 
イン で 指揮 を 執り ます 。 一 番 気 合い が 
入る と ころ で す 。 最 後 の 270 秒 を 過ぎ る 
と 、 自 動 カ ウン ト ダ ウン シー クエ ンス 
に 入り ます が 、 こ こ か ら は 何 か あ っ た 場 
合 [止め る |] の が 私 の 仕事 で す 。 打 ち 上 げ 
まで 、100 人 近く が 作業 を 続け る 発射 
管制 室 の "空気 を 読ん で "いま す 。 イ ンカ 
ム で 連絡 が 来る より 先 に 、 何 か 異常 が 
あれ ば ざわ つき ます か ら 。 緊 急 停止 ボタ 
ン の フタ を 開け 、 ボ タン に 手 を か けた 
状態 で 過ごす その 時 間 は 、 み ん な で 打 
ち 上 げに 向け て 進ん で いる ん だ と いう 
体感 を すご く 感じ ます ね 。 

白石 紀子 

SHIRAISHI Noriko 

H-TIB プ ロジ ェクト チー ム 

の 。。 開発 員 


射場 下 「 沙 ち 着い て 急ぐ の が 大 事 」 


ち 上 げに か か わる 通信 各局 の 


コン トロ ー ル を する 射場 管制 官 
=RCO (レン ジ ・ コ ント ロー ル ・ オ フィ サ 
ー) を 担当 し て きま し た 。 仕事 と し て は 大 
きく 3 つ に 分 けら れ ま す 。 地 上 か ら 飛 行 
中 の ロケ ッ ト の 位置 と 速度 を 知る 「 レ ー 
ダー]」 、 動 作 デ ー タ を 地上 に 伝え る 「 テ 
レ メ ー タ 」 、 そ し て 万 一 の 場合 に 命令 を 
送る 「 コ マン ド 」 で す 。 こ れ ら シス テム の 
指揮 を 執り 、 ロ ケッ ト の 追尾 を 行い ま 
す 。 高 い 信頼 性 が 求め られ る の は 当然 
で す が 、 例 えば テレ メー タ で SRB-A や 
人 工 衛星 の 分 離 時 の 映像 も ダウ ン リ ン 
ク す る な ど 、 期 待 さ れる 内 容 が 少し ずつ 
変わ っ て いる 部 分 も あり ます 。 前任 者 か 
ら の 引き 継ぎ 時 に 言わ れ た の は 「 落 ち 


着い て 急ぐ で ] と いう こと 。 自分 た ちの 仕 
事 が 遅れ た り ミ ス を する と 、 そ れ ら が 全 
体 に 波及 し て し まい ます 。 追 情 用 の ア 
ン テ ナ を 動か す 各局 の オペ レー タ は 、 メ 
ー カ ー の 大 ベテラン の 方 が 配置 され ま 
す の で 、 そ うし た 皆さん と 協力 し な が ら 、 
トラ ブル を 乗り 切っ て きま し た 。 現在 は 
RCO を 離れ まし た が 、 後 任 も 女性 エン 
ジニ ア で す 。1 機 で も 2 機 で も 多く 打ち 
上 げ て 、「 急 で けれ ど 落 ち 着 いて 」 を 実 
感じ つつ 、 ス テッ プア ッ プ し て くれ れ ば と 
思っ て いま す 。 

嶋 根 愛理 

SHIMANE Eri 

宇宙 輸送 系 要素 技術 

研究 開発 セン ター 開発 員 


最も 気 を 抜け な い 瞬 間 、 
喜び を 感じ る 場面 な と な と 、 
現場 で 働く 打上 隊 の 

生 の 声 を レポ ー ト し ます 。 


ロケ ッ ト 才 「 生 デー タ に 触れ られ る 貴重 な 経験 」 


| H 座 護 
エン ジン を 2 基 東 ね て 使う 
「 ク ラス タ 推 進 系 ] の 開発 を 担当 し 
た こと も あり 、H-TIB プ ロジ ェクト チ 
ー ム 発足 当初 か の ら チ ー ム に 配属 さ 
れ ま し た 。 打 上 隊 で は ロケ ッ ト 班 の 
一 員 と し て 組立 点検 や 発射 作業 な 
どの 全般 を 見 て いま す 。 打 ち 上 げ 
> へ の 時 、 ロ ケッ ト と 地上 設備 が 一 体 の 
= シス テム と な っ て 動作 し ます 。 ロ ケッ 
ト は 毎号 機 新 品 で す が 、 地 上 設備 
は 20 一 25 年 ぐら い 前 に H-I ロ ケッ 
ト 用 に 整備 され た も の も あり 、 こ れ ら 
を 使い 続け 連続 し て 打ち 上 げ を 成 
功 さ せる 難し さ が あ り ま す 。 打ち上げ 
に 向け た 最終 審査 会 終え る と 、 約 
3 日 間 の 最終 の 発射 整備 作業 を 進 
め 、 ロ ケッ ト を 発射 し ます 。 打 ち 上 げ 


後に 行う 「 打 ち 上 げ 成 功 の 打ち 上 げ 
(お 祝い 会 ) も 、 私 の 仕事 の 1 つ 
で す ( 笑 ) 。 立 場 に 違い は あっ て も る 同 
じ 志 を 持つ 仲間 と 成功 の 喜び を 分 
か ち 合 える の は 、 素 晴らし いと 感じ ま 
す 。H-IB ロ ケッ ト は 次 号機 か ら 民 間 
に よる 打ち 上 げ 輸 送 サ ービス 化 さ れ 
る 計画 で 、 現 場 で 生き た ロケ ッ ト に 
触れ 、 生 デー タ を 見 る と いう 、 エ ンジ 
ニア と し て の 基礎 を 身 に つけ る 機会 
が JAXA か ら ま た 1 つ 減 っ て し まい ま 
す 。 何 か 手 は な いか 、 や れる こと は な 
い だ ろ うか と 考え て いる と ころ で す 。 
 。、 0 

小林 清 

New KOBAYASHI Kiyoshi 
H-TB プ ロジ ェクト チー ム 


駅 、 主任 開発 貞 


設備 下 「 不 具合 で の 遅れ は ゼロ で す 」 


4 多く ある 打ち 上 げ 設 備 の う 
ち 、1 つ で も 健全 に 動か な い 
も の が ある と 、 基 本 的 に 打ち 上 げ は 
で きま せん 。 た と えば V AB (大 型 
ケッ ト 組立 棟 ) の 屋 。 内 部 の クレ ー 
ン 、 ハ ネ 上 げ 式 の 床 。 ギ ネス ブッ ク で 
も 認定 され た 世界 最大 の 大 扉 。 ロ ケ 
ッ ト を 運ぶ 移動 発射 台 。 人 工 衛星 の 
た め の 空調 設備 。 打 ち 上 げ 時 に 必要 
な 冷却 水 や 散水 設備 推進 薬 の 充 
填 設備 や 配管 。 発 射 管制 シス テム や 


が 、 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー の 設備 に は 
25 年 選手 も 多く いま す 。 単に 点検 や 


補修 だ け で な く 、 今 後 の メ ン テ ナ ンス 
や 改修 を どう いう 方 針 で や っ て いく か 
を 日 頃 か ら 考え て 保全 を し て いか な い 
と いけ ませ ん 。 や る べき こと を や っ て 、 
打ち 上 げ 日 に は 何 も 特 別 な が こと を する 
必要 が な いよ うに する 、 と いう の が 理 
想 で す 。 そ し て 、 過 去 5 年 間 で 設備 系 
の 不具 合 で 打ち 上 げ が 遅れ た こと は 
ゼロ な ん で す 。 こ の 辺 の 日 本 の 優秀 
さ は アピ ー ル し た いと ころ で すね 。 


小谷 勲 


Ka いて 3 


yy KOTANI Isao 


「 vV や 間 細 


」 


ロケ ッ ト 
打ち 上 げ を 支え る 
「 見 えな い 仕 事 」 


打上 実施 責任 者 


「 技 術 を 伝え 、 考え 抜く こと を 伝え 
ロケ ッ ト 野 郎 を 育て た い 」 


ッ ト を 作り 始め まし た 。 ア メリ カ に 教 
えて も らい な が ら ゼ ロ か ら 作 り 上 げ 、 和 失敗 を 経 
験 し 、 和 失敗 か ら 立 ち 直 る と ころ まで 、 エ ンジ ニ 
ア と し て 非常 に ぜいたく な 経験 を させ て も らい 
まし た 。 す ぐ 下 の 世代 も 失敗 と リカ バリ ー は 経 
験 し て いま す 。 今 の H- I A、 昌 - I B の 打ち 上 
げ が これ だ け 順 調 な の は 、 そ の 薔 積 が ある か ら 
こそ で す 。 和 失敗 を 通し て 根付 いた の は 、 不 具合 
に 直面 し て も 、 表面 だ け に と ど ま る こと な く 、 
根本 的 な 原因 や メカ ニズム に 立ち 戻っ て 考え る 
習慣 で す 。 

ロケ ッ ト が 飛ぶ 時 に 起き て いる 現象 な り メ カ 
ニズム な り は 、 ま だ 全て が 分 か っ て いる わけ で 
は あり ませ ん 。 人 間 が 使っ て いる 輸送 シス テム 
の な か で は 、 ク ル マ や 鉄道 や 飛行 機 に 比べ る 
と 「 分 か っ て いる こと ] の レベ ル が だ いぶ 違い 
ます 。 空気 の 壁 を 破っ て 200km 以 上 の 上 空 に 
昇り 、 な お か つ 秒 速 7.7km 以 上 の 速度 を 出さ 
な いと 落っ こち て し まう 。 必要 と され る 速度 も 
桁 が 違い ます か ら 、 こ れ は 過酷 な 仕事 だ と 言わ 
ざる を 得 ま せん 。 人 が 普通 に 乗れ る よう な 信頼 
性 の ある 交通 シス テム に する た め に は 、 ま だ ま 
だ や る べき こと は た くさ ん ある 。 そ の た め に は 
“ロケ ッ ト 野 郎 を 育て る " こと も 大 事 で す 。 

次 世代 ロケ ッ ト を 作る 中 心 と な る の は 、 今 20 
代 一 30 代 の 世代 で す 。 彼 ら は 、 日 - I A、H- I 
B が ちゃ ん と 上 が っ て いる 姿 し か 見 て いな い 。 
失敗 を 経て 学べ ば 成長 する の は 間違い な い の で 
す が 、 も は や 失敗 は する わけ に は いか な い 。 脳 
みそ か ら 血 が 出る くら い 、 考 えて 考え て 考え 抜 
く よ う な 経験 を 重ね 、 そ の 中 で だ ん だ ん 頭角 を 
現し て くる 人 を リー ダー に 据え て 、 さ ら に 経験 
を 重ね て いく し か な い の だ ろう と 思い ます 。 

ロケ ッ ト の 打ち 上 げ は 他 の どん な 仕事 に 似 て 
いま すか 、 と 聞か れ た こと が あり ます 。 私 は 思 
いつ か な か っ た が 、 あ る 人 が 「[ 式 年 遷宮 に 似 て 
いる 」 と 言っ て いま し た 。 伊勢 神宮 は 20 年 ご と 
に 本 殿 を リニュ ー ア ル す る こと で 、 ノ ウ ハ ウ が 
途切れ る こと な く 受 け 継 が れ て いま す 。 ロ ケッ 
ト も 似 た と ころ は あり ます 。 毎回 同じ よう な 打 
ち 上 げ 作 業 を 、 少 し ずつ 人 が 入れ 替わり な が ら 
繰り 返し 、 技術 を 伝え て いく と いう 部 分 で す 。 
また 開発 や 熟成 に 10 年 、20 年 スパ ン で の 計画 
が 必要 で ある 点 も そう か も し れ ま せん 。 

いずれ に せよ 失敗 する わけ に は いか な い 仕 事 
ide 吉 ロジ ンジ 己 り 2 は 電 杖 ら シ 居 の 2 還 代 
の 経験 か らく る 「 こ うい う 場 合 は どう 対応 する 
ん だ 」「 ど こま で 影響 が 及ぶ か きち ん と 考え て 
る か | と いっ た 小言 や ら ア ラ 探し や ら の プレ ッ 
シャ ー に 立ち 向かい 、 本 物 の “ロケ ッ ト 野 郎 " 
に 育っ て ほし いと 願っ て いま す 。 


E4 た ちの 世代 は 何 も な いと ころ か ら ロ ケ 


ヽ = ーー 
遠藤 守 

ENDO Mamoru 

理事 / 宇 宙 輸 送 ミッ ショ ン 本 部 長 


飛行 安全 下 「 安 全 の 最後 の と 砦 で す 」 


打 | ち 上 げ 前 の 訓練 で は 、 ロ ケ 
ッ ト と 地上 系 の 設備 に 同時 
に トラ ブル が 起き る 事態 も 想定 し て 
いま す 。 極 端 に 言え ば 「 全 電源 衰 失 | 
の よう な 事態 も シミュレーション に 
含ま れ て いま す 。 ま た 、 打 ち 上 げ 直 前 
に 、 当 日 の 風 に 基づい て 最終 的 な 飛 
行 経路 が 定め られ ます が 、 飛 行 安全 


小松 満 仁 


飛行 安全 室 
信 開発 貞 


KOMATSU Mitsuhito 


の 見 地 か ら も 問題 な いか どう か を 確 
認 す る 作業 が あり ます 。 今 後 こ の 仕 
事 に 関わ る 後輩 に は 、[ 安 全 に 関し て 
は 飛行 安全 班 が 最後 の 砦 だ か ら 、 妥 
協 し て は いけ な い 」 と いう こと を 、 業 
務 を 通し て 伝え て いき た いと 思っ て 
いま す 。 


「 緊 張 感 は 1 周回 後 まで 続き ます 」 


し で も 不具 合 が あっ た ら す 

ぐに ロケ ッ ト を 破壊 する 、 
と いう わけ で は あり ませ ん 。 で も 、 い 
つま で も リカ バリ ー さ せよ うと 頑 天 
る わけ に も いき ませ ん 。 どこ に 異常 
が 起こ っ た か を リア ル タ イ ム て で 判断 
する 訓練 は 重ね て いま す が 、 ど の 線 


井上 高広 
INOUE Takahiro 
飛行 安全 室 

開発 貞 


まで が セー フ で どこ を 超え る と アウ 
ト な の か 、 と いう 基準 は きち ん と 明 
文化 され て いま す 。 また 、H- II B で 
は 第 2 段 機体 を 安全 な 場所 に 落下 さ 
せる “リエ ント リ (制御 落下 ) ミッ シ 
ョ ン ” も あり 、 緊 張 感 は 地球 1 周回 後 
まで 続き ます 。 


「 民 間 移管 後 も JAXA が 担い ます 」 


MM 
ど に 危害 を 及ぼ す 可 能 性 


が ある 」 と 判断 され れ ば 、 飛 行 中 断 
を する こと に な り ま す 。 そう いっ た ロ 
ケッ ト 飛 行 中 の 判断 だ け で な く 、 そ 
の 前 段階 の 確認 準備 も 重要 で す 。 
「 ロ ケッ ト の 飛行 予定 ルー ト は 安全 
に 設計 され て いる か 」 「 機 体 が 自身 
の 状態 を 地上 に 伝え る た め の 十 分 
な 装置 を 備え て いる か 」 「 機 体 の 情 
報 を 監視 する た め の 地 上 設備 の 準 


備 は 万 全 か 」 な ど を チェ ッ ク す る 作 
業 を 、 号 機 ご と に 相当 な 時 間 を か 
け て 行い ます 。 こう いっ た 飛行 安全 
の 業務 は 、 民 間 移 管 後 も JAXA が 
し っ か り と 責任 を 持っ て 担っ て いき 
中 59 下 


ァ 一 


和田 伸一 
WADA Shinichi 
飛行 安全 室 
開発 貞 


射場 安全 班 「 全 て の 作業 に 安全 第 一 」 


な いも の 」 は 別々 に し て 離し 

て 置い て お く の が 当たり 前 
の 考え 方 で 、 日 本 の 法律 も その よう 
に で き て いま す 。 し か し ロケ ッ ト の 射 
場 で は 、 一 般 の 産業 で 取り 扱わ な い 
危険 物 や 爆発 物 が 、1 カ 所 に 大 量 
に 集め られ て いま す 。 で すか ら 、 安 全 
を 確保 する た め の ル ー ル も 国内 法 
だ け に 頼る あわ け に は いき ませ ん 。 例 
えば ロケ ッ ト が 射 点 で 爆発 し た と す 
る 。 被害 を も た ら す の は 爆風 、 熱 線 、 
飛散 物 で す 。 最も 遠く まで 被害 が 
及ぶ の は 爆風 で す が 、 爆 風 が 1m メ 
0.9m で 厚 さ 3m m の 窓 ガ ラス の 1% 
を 割っ て し まう レベ ル 、 圧 力 に 直す と 
1.379 キ ロ パ スカ ル と な る 距離 を 、 保 
安 距 離 と し て 設定 し て いま す 。 こ の 
数 値 は 、 推 進 薬 量 な ど に よっ て 毎号 
機 変わ り 、H-TB で は 2,090m と な っ 


て いま す 。 さ ら に 空中 で 破壊 され 、 落 
下 飛 散 す る 破片 の 被害 も 考え 、 地 上 
の 立入 禁止 区 域 を 3km と し て いま す 。 
こう し た 基準 を 海外 の デー タ や 過去 の 
経験 を 踏ま えて 独自 に 定め 、 使 っ て き 
まし た 。 海外 の ロケ ッ ト 打ち 上 げ と 比 
べ て も 、 日 本 で は か な り 安 全 を 重視 し 
て 警戒 区 域 が 設定 され て いま す 。 安 心 
し て 見 に 来 て 下さ い ( 笑 ) 。 ヒ ドラ ジン 
充填 や 火 工 品 結線 な ど 危険 度 の 高い 
業務 は も ちろ ん で す が 、 機 体 や 人 工 
衛星 輸送 に 伴う 安全 管理 、 打 ち 上 げ 
の た め に 行わ れる 全て の 作業 に 安全 
第 一 で 臨ん で いま す 。 


成 尾 俊 久 
NARIO Toshihisa 
ーー まう +、 主任 開発 員 
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軌道 上 で の 作業 は 星 出 彰彦 宇宙 飛行 
画像 は 筑波 宇宙 セン ター で の 


行う 。 


5 学 と 期 代 わい 育 は わ と を い 宇 本 _ 長 学術 義 あ 

mm あさ 院 今 思 待 を れ う つっ あく た 語 与 ろ 和 雷 的 々 は 研 総 に A る 

宇宙 で メダ カ を 飼う 方 : まめ て いせ 衣 、 た る 人 負 で 影 坊 は 2 そ 皇 い 昌 

CN 円 々 5 い ん え 馬 に 同 に 史 境 い 
宇宙 で 飼う 方 法 例 家 いう た ん は さき の 夕 育ま く 千 で 私 る ン 究 て で 
壮 験 ま は もえ で 、 ら で 党 に た れ に 人 た だ た 愉 . タ 所 行 
志 は す の ダ し こ に すす 二 つ . ぁ っ 問 ち も 記 1 フフ 作 う 
長期 間 、 健 康 に 過ごせ る 学 い バー は カ た れ 次 が 宙 い メ と い の 人 人 槍 - の ェ 立 メ 
完全 閉鎖 系 シス テム 研 東 い の ょ ま の いで て ダ 昌 て 体 簡 動 浅 n 行 ダ 
6 人 究 京 非 実 で で 世 そ 産 は カ ぢ つど ヽ が 了 物 島 1 政 カ 
AQH は 、 最 大 90 日 間 の メダ カ の 3 世代 継 代 飼 育 科 工 常 験 + 皇 代 の 卵 "の つ 貴 受 品 で 誠 で 法 の 
が 可能 で す 。 そ の 間 、 水 槽 の 水 が 浮 いて 外 に 飛び の 業 に に あみ 調 を メス し 3 重り 回す も モ 韓 人 実 
出し 、 周 り の 設備 に 影響 を 与え な いよ う 、 完 全 に 水 下 更 。 全 等 で 閥 た だ 州 ( な ぁ じ か ン 細 産 験 
を 閉じ 込め る 仕様 に な っ て いま す 。 フ ン な ど を 除去 藤 学 きせ ^ は む カ こ 代 ま 情 い で 6 タタ 胞 業 の 
する フィ ル タ や 、 バ イオ フィ ル タ を 使っ て 水 を きれ い 明 大 い る 世 行 と が と に さ 報 ろ E | 工 技 意 
に する の で 、 限 られ た 水量 で 健康 に 過ごす こと が で 
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よこ 購 “ が 性 徴 QG み が に カー 性 れ 崩 ? 骨 の 骨 い ニ 行 

り と 等 減 化 小 旦 が 赤 は で 工 化 る れこ 宙 形 の る ズ 3 ぅ 

長 は 合 っ し 重 で 用 に い 調 藤 が ' 「 生 度 成 吸 " ム も 

くい 濾 て て カカ 2 い 光 破 で 教 関 こ 骨 笛 は の 収 地 を の 

活 宇 少 は い ぃ の ヵ カ ら る 骨 よ 援 係 の が に ー バ と 土 調 で 

動 馬 す ぃ る 環 月 れ よ 細 ? の し 現 減 行 定 ラ ー で べ い 

で 飛 る な か 境 に る う 胞 と 実 て 介 つ くに ン 号 は る 宇 

き 条 メ い ど 下 わ "に が 5 験 い に て と 保 ス 葬 株 こ 四 

る 土 カ か うぅ う で た こし 緑 み は る は いそ を た が 細 斉 と で 

が な か 破っ つの た に お な 可 胡 く の れ と 胞 加 る 骨 

と 室 ズ どい 骨 て メ 特 ・ ふ こ 能 骨 現 て れ 呈 曽 目 が 

に 和 宙 ム を 骨 細 飼 ダ 別 骨 れ 性 細 象 ラ い て に 選 的 減 

司 桶 選 提供 : 東 京 工業 大 学 工藤 明 教授 下 非 症 つ 

mml 藤和 の な 

と 教 に 原 が 

は 意 解 ま 

語義 明 す 

紀和 に まい 

宇宙 飛行 士 の 手間 いら ず と 療 た 

自動 で 餌 や り 人 欄間 

宇宙 で の 餌 や り は 地上 の よう に は いき ませ ん 。 水 ま 開 精 

槽 の ふた を 開け る と 水 が 飛 び 出 し ます し 、 上 か ら 餌 す 発し 

を 落と し て も 下 に は 落ち ませ ん 。 ま た 、 毎 日 の 餌 や り 骨 芽 細胞 と 破 骨 細 胞 の 様子 を 観察 する た め に 、 骨 芽 細 胞 を 赤色 で 、 Ri 

に 、 多 忙 な 宇宙 飛行 士 の 時 間 を さく こと は で きま せ 破 骨 細胞 を 緑色 で 見 る こと が で きる メダ カ で 実験 を 行う も 5 


ん 。 そこ で 開発 され た の が | 自動 給餌 装置 ] で す 。 
餌 を 封 信 し た テー プ が 決ま っ た 時 間 に 開 き 、 決 まっ 


約 


卵 の 採取 


水槽 床 面 で 餌 が 封 人 され た 給 餅 テ ー プ 
が 1 回 分 づつ 自動 で 開封 され る 


人 工 肺 で 空気 を 供給 
水槽 上 部 に 空気 層 も 

メダ カ が えら 呼吸 で 取り 込む 酸素 は 「 人 工 肺 装置 
で 供給 され 、 同 時 に 水中 の 二酸化 炭素 を 取り 除き 今回 の 実験 で は 世代 交代 は 行わ れ な い が 、AQH は 3 世代 の 継 代 飼 育 が 可能 で 、 
ます 。 また 、 稚 魚 が 浮 き 袋 を 膨らませ る た め に は 空 地上 の 重力 を 経験 し た こと の な い メ ダ カ が 誕生 する 

気 層 が 必要 と な る た め 、 揚 水性 の 格子 を 水槽 上 部 


に 取り 付け て 空気 を 保持 。 上 方 向 か ら 賠 明 を 賠 ら 
すこ と で 、 地 上 と 同じ よう に 光 の 方 向 に 浮上 すれ ば 
空気 を 吸え る よう に な っ て いま す 。 


気 相 保持 部 


俺 大 期 の 幕 明け 。 


太陽 活動 は 、 黒 点 が 少な い 極小 期 と 、 黒 点 が 多数 出現 する 極大 期 を 周期 的 に 繰り 返し て いる 。 
2006 年 の 打ち 上 げ 後 、 非 常に 長い 極小 期 の “静か な 太陽 "を 観測 し て きた 「 ひ の で 」 だ が 、 
2011 年 ご ろか ら 、 巨 大 フレ ア や 浮上 磁場 活動 を 捉え る こと が 多く な っ た 。 

“ダイ ナミ ッ ク な 太陽 "の 到来 が 間近 に 迫っ て いる 。 

新た な サイ クル の 幕 明 け を 告げ る 現象 の 数 々 を ご 紹介 し よう 。 


1 


彩 層 ガス の 噴出 
太陽 緑 か ら 噴き あがっ た 彩 層 ガス 。 長 さ は お よそ 5 万 km 


二 2 


PT 


黒点 群 の 誕生 

太陽 内 部 か ら 磁 場 の 浮上 が 大 き な 規 模 で 
発生 し た と き 、 太陽 表面 に 黒点 が 形成 され 
る 。 微小 な フレ ア が 頻繁 に 発生 し 、 白く 輝い 
て 見 える 


kJ では * 惨 


に 5 NNMez E 
0e さ (2 ラス ) フ レア が 発生 し た 


5 人 0 。 < 


人 ル 
画像 :JAXA/ 国 立 天文 台 


に き ぎ や か さ を 増 し た 太陽 コロ ナ 
太陽 フレ ア な ど 激 し い 活 動 が 起こ る "活動 
領域 "が 寺 つ も 太陽 面 上 に 現れ 、 活動 が 上 
昇 中 で ある こと が 分 か る 。 日 本 で 金 環 日 食 が 
見 えた 時 間 の 直前 に 撮影 (2012.5.21 ) 


2008/04/09 
』 し 
09:40 U 馬 09:48 MM 
/ 
09:58 U 巴 10:02 UI 
コロ ナ 質 量 放出 


太陽 緑 の す ぐ 裏 側 で 発生 し た フレ ア に よっ 
て 、 ねじれ た コロ ナ 磁 場 が 大 量 の コロ ナ 物 
質 を 伴い 上 空 に 飛び 出し た 現場 。 地球 に 到 
達し た 場合 、 磁 場 が 乱れ 、 通 信 障 害 な ど を 引 
き 起 こす 


大 規模 フレ ア の 前 触れ 

東側 の 夫 陽 緑 か ら 見 えて きた 活動 領域 。 い 
くつ も の 黒点 か ら な る 複雑 な 磁場 配置 を し 
語 い る 。 こ の 画像 を 撮影 し た 10 時 間 後に 大 


像 :JAXA/ 国 立 天文 台 


画 


記 
あぶ 
還 
上 
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・ 宇宙 科学 研究 所 * 
太陽 系 科学 研究 系 
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らら HH 直史 器 豆 器 票 つ 一 つの 選 
押 全 ぶつ つの の 思 舞 ゴゴ G 普 首 
民 っ 明 投 涯 賞 め 究 完 じ か ゅ 6 | 周 
立 水 去 柚 路 悪 虫 素 環 岬 ] 8" fn 
+G 媒 * 澤 款 貢 K マ ヘー ミ 只 札 箇 
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柚 導 商会 湯 *@ 旧 い りり っ ゃ 9 全 宮 
渡 つ ン ン 嘱 お 2 っ) HH 本宮 浴 組 己 地 
頭 ら XSxe 臨 国 溢 お っ) 胡 醒 人 
さく トト つっ 心 杖 咽 @ 信和 一 名 | 
貴 り 選 二 の で Q 隊 給 球 全 守 多 宰 
weQG 太 史 明 G だ っ 0 SO や ゃ " 
「 る ⑤」 ロ 6 で PA で で 
っ >CG 涯 つっ 昧 中公 著 ぶ 有り か 
っ が 先 
太り” 朋 
の だり 9 NL ご) 
信じ 旨 東 の 守 下り 答 選 机 史 民 で 


表 虹 扇 公 工 綿 は SNeJ 壮 選 ン 皇 限 セ NG 
虹 表 明 7 | 吾 喘 時 せ で Ne 昌 っ 中 
っ J NG 臣 囲 G「 斗 青 陰 ] 中 S で Ne 提 査 
っ 堪 Q じ 手 宰 * ぃ で Ne( 民 固 黙 : 避 悪 ・ 科 
唄 吾 麺 し 虐 譜 )? ト KJ で し 欄 菜 G 窒 政男 
中 や バン べ 公 で し っ S 人 SC 会 [SG し 」 り 
*ie 寺 坦 里 京 し" そ 卓 G 暑 寺 個 避け 7 
で 層 で 抑 ン 斗 前 堪 ロ 臣 打 Ne 拓 皿 擬 珈 
倒 ” 十 RG 溶 じゃ し けり 澄 宰 や で し 2 っ ntJ 
ュ 3J ぷ 部 中 つ ? 


人 


wrV wi 


属 直 つ お 3 全 さ で G そ 旧 菜 G ポ 江 じ 6 損 
下 ()J′ ーーRHBSNe 衣 環 G 北 中 ( 染 陣 
mterJAJ 公 oe 環 路 し 暑 応 ” 革 束 ・ に )* 
二 欄 儲 束 層 ご 鬼 ン シ で 外 皮 補 G 吾 班 会 
mRv っ NTJ で 会 斗 再 諾 や JJSte 殖 
珈 じ 表 画 会 届い) そ 昌 虹 人 G 堅 で ロ 才 し 
%" 装 聖 蝶 ^) つ し 臣 で ” 瞳 で NGhJ ュ J 
人 SRSO” 斗 表 嘆 G 垣 必 杉 班 G 尽 回 は 
* ゃ で "へ ト 時 韻 で 30 応 % 購 )J 必 了 扉 監 
窒 G 郊 期中 記 SR 半 ONJJ 倒 補間 Yo で 
し 2 っ" 


| 


太陽 活動 に よる 
宇宙 環境 の 変動 を 予測 する 
| 宇宙 天気 予報 」 


| 


太陽 か ら の 影響 を 宇宙 天気 予報 は 、 人工 衛 星 を 運 ょ ます 的 か 磁 大 き な し 湿 え ジ で 層 た る 
最小 限 に と ど め る た め に 用 し て いる 関係 者 に 利用 され て いま 《 で w な 太 ご 場 規 な ぜ た 的 らち ら ェ ガー が 4 
最小 限 に た め に SS の ウン 2 26 
す 。 国際 宇宙 ステ ーション で は 、 手 店 か 模 較 現 の の 横 豆 卓 ・ 丘 0 
太陽 で 大 き な 爆 発現 象 が 起こ る 下 放 射線 の 増加 が 予報 され た 場合 っ 皿 事 宮井 し で 振 現 そ で れき 非 現 ダ ば と め 
と 、 放 出さ れ た 電気 を 帯び た 粒子 が に は 、 宇 宙 飛 行 士 は 遮蔽 性 の 高い て の 前 す は ま ム る 象 す あ ら て 常 象 イ れ コ て 
地球 に や っ て き て 、 私 た ちの 暮らし 部屋 に 避難 し た り 、 船 外 活動 の 日 程 を 3 誠 誤 h 最 舞 か "る の い に ゃ ナ る ロロ 提 
に 影響 が 出る こと が あり ます 。 変更 し て いま す 。 それ か ら 短 波 通信 や は 還 ぃ 診 ま は 近 いら 発 る パ 夫 層 ナ ぇ 
1989 年 3 月 に は 、 大 き な 琵 気 嵐 が 原 =” アマチュア 舞 線 を 利用 し て いる 方 、 航 0 2 う の を 2 
因 で 送電 線 に 誘導 電流 が 流れ 、 カナ 空 会 社 、 電力 会 社 な ど 、 個 人 か ら 企業 で て 信 ょ に 成 解 2 パク カク クノ ク と 用 | 
ダ で 大 規模 な 停電 が 発生 し まし た 。 まで さま ざま に 利用 され て いま す 。 予報 (の 2 証 0ー た コ 分 レレ 吹 あ ぁ し 
今年 3 月 に 大 規模 な 太陽 フレ ア が 発 内 容 は イン ター ネッ ト 上 で 公開 する ほ (SE 1 の を 明 めか が 7 コミ 7 8 5 2 た 
生 し た 時 に は 、 アメリカ の 豚 空 会 社 か 、 電 子 メー ル や FAX で 送信 し て いま 70 開 が 0 900 0 の 
は 、 北 極 航路 を 通る 便 の 飛行 経路 を ”。 す 。YouTube の 「NICT チ ャ ン ネル | す 了 ク 
影響 の 少な い 低 締 度 に 変更 し まし で は 、 宇 宙 天 気 予報 動画 で 配信 し て 
シン 0 和 更 宇宙 天気 予報 を 動画 で 本 1 に て に < 年 し 時 こ 計 昌 ま te に は で ニル の 
た 。 太陽 活動 は 極大 期 を 迎え つつ あ いま す 。 の 見 は 記 仕 の ) 部 の ) 状 で せ ば 構 は 一 と を で 
り 、 ここ ご 迷 年 活発 化し て いま す 。 社 ミ > バ ・N に トー 
まで 長期 間 の 精密 な り 失 て 降 この 想 共 か が 構 の も ん か 造語 ゃ に 轄 っ 
会 イン フラ へ の 影響 を 最小 恨 に と ど [ひので 」 の 観測 に 期待 5 上り 用 で み 見 で 9 日 議 0 還 三 の W 成 同 
め る た め に 、 大 陽 の 観測 デー タ な ど 還 の 半 で 上 ー 二 は き が 了 で ひ の 代理 で 功 的 提 
を も と に 予測 を 行う の が 「 宇 宙 天 気 ”「 ひ の で | の X 線 望遠 針 で 太陽 を に み 常 し 浮 が 和 黒 る 人 構 上 の 和 2 半 参 し 0 
予報 | で す 。 見 る と 、 コロ ナ ホ ー ル と いう 磁力 線 EE SUUD 加 に 2 衣 点 い ぃ い 暗 照 ド 分 磁 
宇宙 天気 予報 を 行う 宇宙 天気 予報 "が 外 に 向かっ て 開い て いる 低温 領域 陽 新 長 を 低 ち る 成 を 下 作 の の 引 に 3 品 た 解 場 
セン ター は 世界 に いく つか あっ て 、 が 暗く 写り ます 。 宇宙 天気 予報 で 洒 還 し 李 の 詩 計 寺 長 示 が ょ 。 彩 観 は す と 成 二 能 望 
日 本 で は 情報 通信 研究 機構 (NICT) "は 、 こ の デー タ が 役に立っ て いま 江 小 殖 と CU ID 財 測 員 が う ド 肌 際 遠 
で 、 毎 日 巴 幸 会 議 を 行い 今日 の 予報 ” す 。 コ ロナ ホー ル か ら は 磁力線 に 沿 活動 期 歴 う れ 要 存 ま き て は いぶ が 生 ゃ た 区 潤 界 
を 決め て 配信 し て いま す 。 予報 に っ て 高速 の 太陽 風 が 吹き 出し て い 発 周 を 史 て た で 共 し て お 半 小 あま や 思ひ すい 
は 、 さ ま ざ ま な 林 陽 活動 の デー タ が て 、 地 球 の 方 向 に 吹き 出す と いろ い に 期 経 的 い 06 % す た 半 り 暗黒 り れ 暗 点 の る に こ 
必要 に な り ま す 。 地上 で 観測 し て い ろ な 影響 を 及ぼ し ます 。 コロ ナ ホ ー 
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ハイ ブリ ッ ド 成形 法 


1 
一 
温度 


造 を 形 作 り 、 一 体 化 する 。 そ 
か ら は VaRTM 成 形 法 と 一 緒 。 真 
樹脂 を 流し 込み 、 最後 に : 
を か け 全 体 を 同時 に 固め る 。 


を 抜き 、 ド ライ プリ フォ ー ム 部 分 の 


大 面積 単純 形状 は プリ プレ グ 、 小 
面積 複雑 形状 は ドラ イプ リフ ォ ー ム 
空 パ ッ ク で 全体 を 覆っ て 中 の 空気 


で 構 : 
み ( 


オー ブン (加熱 の み ) 


(ドラ イプ ! 義 オー ム 部 の み ) 
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SRfi 
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INFORIMIATION 避 


2012 年 5 月 18 日 午前 1 時 39 分 、 第 
二 期 水 循環 変動 観測 衛星 「 し ずく 」 
(GCOM-W1)、 韓 国 の 観測 衛星 
| アリ ラン 3 号 ] お よび 相乗 り 衛星 
の 「 小 型 実 証 衛星 4 型 (SDS-4)」、 
九州 工業 大 学 の 「 鳳 龍 弐 号 ] を 搭 
載 し た H-IA ロ ケッ ト 21 号 機 が 、 
種子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 が 
り ま し た 。 ロ ケッ ト は 正常 に 飛行 
し 全て の 衛星 を 予定 通り 分 離 、 そ 
れ ぞ れ が 所 定 の 軌道 に 投入 され て 
いる こと を 確認 し まし た 。 

「 し ずく 」 に つい て は 、 高 性 能 マ イ 
クロ 波 放 射 計 2(AMSR2) の アン 
テ ナ が 正しく 展開 し た こと を 、 勝 
浦 字 宙 通信 所 で 取得 し た 画像 に よ 
り 確認 し まし た 。 今後 、「 し ずく 」 の 
観測 軌道 と し な る | A-Train 軌 道 ]* 
へ の 投入 を 約 45 日 か け て 行う と と 
も に 、 初 期 機 能 確 認 を 約 3 ヵ月 間 
行っ て いく 予定 で す 。「SDS-4」 に 
つい て も 当初 の 計画 に 浴 っ て 運用 
を 続け て いま す 。 


し ずく 、SDS-4 5 の 打ち 上 げ 成 功 


[AMSR2」 の アン テ ナ 』 


張 82 次 / 第 33 次 長期 滞在 クル ー 
の アラ イト エン ジニ ア と し て 、 国 
際 宇 宙 ス テー ショ ン (ISS) に 長期 
洋 在 する 是 出 宇宙 飛行 士 。 7 月 15 
日 に 予定 され て いる 打ち 上 げに 向 
け て 、 最 終 調整 期間 に 入っ て いま 
す 。 [ISS 計 画 の パー トナ ー と し て 、 
日 本 は 世界 か ら 6 高い 信頼 を 得 て い 
ます 。 そ うし た 信頼 に 応え を られ る 
よう な 仕事 を 宇 直 で し た い 」 と 抱 
負 を 語る 星 出 宇宙 飛行 士 。 ISS 到 
着 後 、 宇 直実 験 や 日 常 生 活 の 様子 
を ツイ ー ト し て いき ます の で 、 皆 
さん の フォ ロー を よろ し く お わ お 願い 
いた し ます 。 
ーhttp://twitter.com/Aki_Hoshide 
また 、7 月 21 日 に 打ち 上 げ 予 定 の 
こう の と り ] 3 号機 は 、 現 在 種子 
島 宇宙 セン ター で 打ち 上 げに 向け 
た 準備 作業 を 行っ て いま す 。 今 回 
の ミッ ショ ン で は 、 合 計 約 46 ト ン 
の 物資 を 国際 宇宙 ステ ーション に 
届け ます 。 主 な 搭載 品 と し て は 、 
[水棲 生物 実験 装置 ] や 「 小 型 衛星 
放出 機構 ] と そこ か ら 6 放出 され る 
小型 衛星 な ど が あり 、 長 期 滞在 中 
の 星 出 宇宙 飛行 士 が これ ら の 装置 
を 用 いて 実験 を 行い ます 。 また 、 
2 号機 に も 搭載 され た 「REBR 
(Reentry Breakup Recorder)」 
に 加え 、 官 民 協力 の も と 開発 され 


L NOI ユ 内 日 ロゴ INI 


2 る エエ Y 当 本 で 


“ 藤 JIHoo ご ryY( | 共 靖 癌 Na ペー ボツ 時 
HS※ 果 NHREEH 


5 < 
シミ ュ レ ー タ を 使っ た ISS の 
ロボ ッ ト ア ー ム の 操作 訓 
練 を 行う 星 出 宇宙 飛行 士 


た 再 突入 デ ー タ 収集 装置 「rBall」 
が 搭載 され 、 大気 半 和 突 人 時 の デ 
ー タ を 取得 し 、 再 突 人 機 の た め の 
設計 用 デー タ 取 得 を 目指 し ます 。 

「 こ う の と り 」 3 号機 の 最新 情報 は 、 」 
下記 特設 サイ ト で も 障 時 お 届け し 蘭 織 M 
て いき ます 。 ーー 


ーhttp://Www.jaxaJp/countdown/ eeHH 
h2bf3/index jhtml の BDP コ が 


上 け げ 形態 の 「 こ う の と り ] 
本 3 号機 
(日 本 時 間 21 晶 
午前 6 時 41 分 ) 


ま 影 び た て け 海 34 分 を で 提 X 8 縛 5 テー ょ ラコ アラ 
し で き ゞ いて 上 分 日 太 五 ぇ A パ 賠 要 人 金 字 み ひび 
た 黒 言 まる 飛 空 ご 食 陽 負 まま の た 21 円 
て は た X 行 か あろ の = コ 六 し 2 金 昌 環 南 ちの 
な 日 準 線 し ら か 様 ロ {た 機 環 の で 
2 企 表 章 て 1 5 チ す た 見 章 日 か び で i 
い 補 箱 細 る ド ひ す 半 は 邊 よ / 昌 食 ら き さと 。 
柏 2 量 で 際 も の 捉 下 戸 晶 結 め 本 コミ 

求 エ 紀 ェ ー ン 人 で 測 年 

すり リ 全 擬 こ ア 上 通 池 租 が 全 合 見 が 

プ 双 影 俗 填 過 太目 宇 2 

維 が 機 し 載 空 東 前 す 陽 時 宙 を で た 観 

測 月 み ま き さき に シ 6 る の ひか 観 Mil 

し の ち し れ か ナ 時 部 前 の 6A 測 側 


「 み ちび き 」 が 観測 し た 日 食 に よる 月 の 影 。 写真 中 央 より 少し 右上 の 黒く な っ て いる 
箇所 が 日 本 付近 (月 の 影 が 落ち て いる 。 日 本 時 間 21 日 午前 7 時 34 分 ) 1 日 


A 人 欠 A 


INF ロ R ロ MATIOIN 5 日 、 野 田 佳彦 首相 は 、 ワ シ 
こ ュ ゃ Oo so ーー も テ の 

2 \ ) 入 市 内 の 大 統領 府 迎 換 館 | フ 
相模 原 キ ャ ン % で 宇宙 を 体感 し よう レア ハウス 」 で 若田 光一 宙 飛 行 


7 月 27 日 、28 日 、 特 別 公開 や 古川 際 宇 笛 飛行 上 、NASA 


の チャ ー ル ズ ・ ポ ボー ルデン 長官 ら 


ジ NOILY 届 ロコ II 


器 時 せ 


さ 
ら 
な 
っ 5 ジ ビ 
旭 か べ 補 る 成 い と 画 会 し まし た . 野間 相 は 「 学 や 
P て の シン 市 リ り 生研 宙 に つい て の 日 米 連携 を 深め た 旧 
て きら を 発 な 発 設 い 」 と し 着 閉 行 上 は 、 ス コル 
お ん 機 ご 人 と 表 備 ペー スシ ャ トル の 3 回 の フラ イト に < ぐ 
を 皆 全 用 昌和 朱 人 A ょ っ て 「 き ぼう 」 日 本 実 了 要 完 ] 昌 
り 】 と し る を 全開 成 で きた こと の 意義 に つい て 触れ 携 
の 利 と を 寺 い まし た 。 また 古川 宇宙 飛行 士 は 、 フッ 
いま 微小 重力 で の タン バク 質 結晶 成 長 
場 た こき 最 タ の を 利用 し た 医薬 品 開発 の 面 で 、 イ 
を だ 夏 る 新 ン 人 研 pu. 参 ン フ ル エ ン ザ ウイ ルス の 増殖 を 抑 
昨年 の 特別 公開 時 の 様子 。2 日 間 で ソ 2 4 ぇ る 万 能 薬 の 研究 な ど が 進め られ 


を 超え る 来場 者 が あっ た て お り 、 了 医者 と し て 今後 大 き な 成 


果 が 出る よう 尽力 し た いと 語り ま 


gp 日 の [宇宙 の 日 | を 記念 時 INF ロ R ロ MIATIOIN 名 
小 ・ 中 学生 作文 絵画 コン テス 宇宙 の 日 が 
ト を 毎年 開催 し て いま す 。 今年 の 入 = 「 
テー マ は 「 宇 宙 オ リン ピッ ク 」。 どこ 作文 : 絵画 コン テス ト 
で 、 ど ん な 仲間 た ちと 、 ど ん な 競 ロ 昔 - SM 
技 を 行う の か 、 宇 宙 の 仲間 た ち が 作 m 雰 集 / 
集まる オリ ン ピ ッ ク を 自由 に 描い た 
作文 や 絵画 を お 寄せ くだ さい 。 応 応募 の 詳細 は 、 
募 締切 は 2012 年 7 月 31 日 ( 火 ) 必着 下記 WEB サ イト で 
で す 。 皆 さん の ご 応募 を ゎぉ 待ち し 理 介 し て いま す 。 


http://www.jSforurm.Or.jp/ 
て お り ま す 。 event/spaceday/oubo.html 


画像 :NASA/Bill Ingalls 


右 か ら 古 川 - 若 田 両 宇宙 飛行 士 、 野 田 首相 、NASA ボ ー ル デン 長 


支 ら 思 に て て 約 や が 方 心 た 2 ビ CE 
拉 な い 向 も お 半 ま たかの. 千 寄 イ 引 z 官 、 メ ル ヴ ィ ン 教 育 局長 、 グ ラン ス フ ェ ル ド 科 学 局長 
7914454E28) 際 と 
員 履 " 計 ロ す 特 こい こい の 2 全 % 附 き 、 
の 生 前 ジ ポ に へ ま 普 千 紀 る 半 ヘム プ 5 1 カ国 が 加 昧 する 国連 宇宙 
し た 抽 を = 高志 同仁 様 り 誠 ト 普 | 支 8 平和 利用 委員 会 (COPUOS) 放 B 
する 全 信 人 A 曽 付 全 うに 半 半 8 旧 ネ を" 本 委員 会 の 議長 に 、 JAXA の 堀川 ||| 8 
| 學 そ で ちる 心療 邊 で 対 守 円 和 25 借 ツ あ 康 技術 参与 が 就任 し まし た 。 1959 
すす 14 上 8 本 84 ロ ( 本 し 四 人 CHC 誠 れ た 同人 】 文 8 
続発 た を し た 生 紅 浅 多 す 5 人 4 も 日 本 人 が 議長 に な る の は 初め て の 休 ] へ い ヽ 
さき と 現し い の は り の 関し で A に こと で す 。 国 連 活 動 に 対す る 日 本 
JAXA 寄 附 金 サ イト は こち ら カ M の 人 的 真 献 の 一 部 と 捉え られ て お 参 
http://www.jaxa.jp/about/donations/ 條 り 、TAXA も COPUOS の 宇宙 空 
間 の 平和 利用 活動 に 積極 的 に 貢献 
の し て いき ます 。 任期 は 2012 年 6 月 よ 
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発行 企画 倫 JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 鍛 Better Days 

印刷 製本 代 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 
2012 年 7 月 1 日 発行 

JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 素 宮 

副 委員 長 寺田 弘 慈 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 "喜多 充 成 
顧問 山根 一 臣 


e 人 UIDymzu の 21G 上 emlasIG⑮( の まこ ここ ml 
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JAXA タ ウン ミー ティ ング に 参加 し よう ! 


JAXA タ ウン ミー ティ ング は 、 従 来 か ら 行 われ て いる 


講演 会 シン ポジ ウム と は 異な り 、JAXA の 経営 者 や 研 た だ いま 

究 者 、 技 術 者 と 参加 者 の 皆さん が 気軽 に 自由 に 宇宙 航空 共催 団体 募集 中 ! 

の 話題 に つい て 意見 交換 する “コミ ュ ニ ケー ショ ン の あな た の 街 で も タウ ン ミ ー テ ィング を 開催 し 

場 ' で す 。 宇宙 航空 分 野 を テー マ に 、 全 国 各地 で 開催 を 2 人 AS 
6 3 まほ 私 た ち JAXA か ら 積 極 的 に 皆さん の 街 を 

予定 し て お り 、2004 年 に スタ ー ト し て か ら 参 加 訪ね る こと で 、 宇 宙 が 大 好き な 方 と も 、 日 

1 万 人 を 超え て いま す 。「 前 か ら 興 味 が あっ て 聞き た か 頃 あ まり 宇宙 に 関す る 話題 と 接点 の な い 

2 1 方 と も 触れ 合っ て 、 楽 し く 意見 交換 する イ 

1 ご り た い ! | な ど ぁ な 6 

っ た 1」、「 苑 し を うだ けど 知り た い 1 な ど な ど 、 何で UMGPS 

も 語り 合い まし ょ う 。 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
タウ ン ミ ー テ ィング 参加 費 は 無料 。 普 段 報道 で は な か お 問合せ ノ JAXA 広 報 部 

な か お 伝え し きれ な い JAXA の ビジ ョ ン を お 話し し た タウ ン ミ ー テ ィング 担当 


り 、 今 後 ある べき 姿 に つい て 皆さん か ら ご 提案 いた だ く AS0a0020 
こと な ど に 重点 を お いて いま す 。 登壇 者 か ら の 話題 提供 
の 後 で 、 皆 さん と 意見 交換 を 行い ます 。 い た だ いた ご 意 
見 は 、JAXA の 活動 に 役立て られ て いま す 。 

開催 当日 の 様子 は 、 後 日 JAXA WEB サ イト で 公開 され 
ます 。 今後 の 開催 スケ ジュ ー ル も 合わ せ て ご 覧 くだ さい 。 
http://www.jaxa.jpD/tOwnmeeting/ 


「]JAXA's」 配送 サー ビス を 開始 し まし た 。 ご 自宅 
や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA's を 配送 し ま 
す 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実費 を 
ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ ブ 
サイ 代 を ご 覧 くだ さい 。 
http://www.jaxasjp/ 

人 お 問い 合わ せ 先 

財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 調査 事業 部 
「JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 


リサ イク ル 敵 性 (⑯) | | ge 
本 広報 部 〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://wwwJjaxaJp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 93 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxaS.jD/ 


